
令和６年第９回富山県教育委員会議事日程 

 

８月21日（水）午後１時 

県庁４階大会議室 

 

１ 会議録の承認について 

  令和６年６月28日開催の令和６年第７回富山県教育委員会会議録の承認について 

  令和６年７月22日開催の令和６年第８回富山県教育委員会会議録の承認について 

 

２ 報告事項 

（1） 令和６年度全国学力・学習状況調査について 

 教育みらい室小中学校課長から説明した。 

（2） 「夜間中学」に関するアンケート調査結果について 

教育みらい室小中学校課長から説明した。 

（3） 第１回地域の教育を考える意見交換会の開催結果について 

  教育みらい室県立高校改革推進課長から説明した。 

 

３ 今後の教育委員会等の日程について 

 

４ 議決事項 

議案第19号 富山県立山荘指定管理候補者選定委員会委員任命の件  

   生涯学習・文化財室次長・振興担当課長から説明し、原案のとおり可決した。  

 

 ※地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条７項により、議案第19号は非公開とな

りました。 

 



令和６年度全国学力・学習状況調査について 

 

富山県教育委員会教育みらい室小中学校課 

 

 

Ⅰ  調査の目的 

 

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

 

Ⅱ  実施概況 

 

  ○  実施期日    令和６年４月 18 日（木） 

 

  ○  調査内容    ・教科に関する調査  国語、算数・数学 

          ※ 令和元年度から、従来のＡ問題（知識・技能等）とＢ問題（活用

等）という区分を見直し、知識・活用を一体的に問う調査問題とな

っている。 

         ・質問調査     児童生徒、学校 

 

 ○  実施学校数、実施児童生徒数 

 

 

 

 

 

※ 義務教育学校、特別支援学校（小・中学部）を含む。国立・私立学校は含まな

い。実施児童生徒数は、国語を実施した数を記載している。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

公
立
学
校 

小学校６年 中学校３年 

実施学校数 実施児童数 実施学校数 実施生徒数 

175 校 7,297 人 80 校 7,565 人 
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Ⅲ  教科別平均正答率（文部科学省より提供） 

令和６年度（悉皆調査）           ※（  ）は全国平均正答率との差 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※平均正答率の微少な差異は実質的な学力面の違いを示すものではないため、小数点以下を四捨

五入した整数値として公表されている。 

 

・小学校国語・算数では全国平均正答率を 1ポイント上回った。 

・中学校国語では全国平均正答率を２ポイント、数学では全国平均正答率を３ポイン

ト上回った。 

 

 

○市町村別のデータや問題毎の正答率をもとに、本県の課題等について分析し、今後の対策

や市町村の支援に生かし、さらなる学力向上に向け取り組んでまいりたい。 
 
 

  

 

 

小学校６年 中学校３年 

国語 算数 国語 数学 

本県平均正答率 

（全国との差） 

69% 

 

(+1) 

64% 

 

(+1) 

60% 

 

(+2) 

56% 

 

(+3) 

全国平均正答率 68% 63% 58% 53% 
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富山県教育委員会教育みらい室小中学校課

１　目的

　　夜間中学について県内に広く周知するとともに、学び直しを支援するため、夜間中学設置に関する

　　ニーズを把握し、本県における夜間中学の在り方等を検討する。

２　調査対象

　　富山県内在住者

３　調査内容

　　別紙調査用紙のとおり

　　　　※言語　①日本語　②英語　③ベトナム語　④中国語　⑤タガログ語　⑥ポルトガル語

４　調査期間

　　令和６年５月27日～７月26日

５　回答方法

　　・はがき付きアンケート用紙

　　・FAX

　　・インターネット

６　アンケート用紙等配布先

　　・関係団体

　　　（国際交流団体、若者サポートステーション、自立支援相談窓口、福祉会館、不登校・ひきこもり支援団体)

　　・教育機関（市町村教育委員会、図書館、公民館、地区センター）

　　・行政機関（各庁舎、福祉協議会、保健福祉センター）

７　回答数

1,242 件 インターネット はがき FAX

1,144 97 1

令和６年度　夜間中学アンケート【調査結果】
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８　調査結果（単位：人）

1,242

○あなた(回答者)のことについてお答えください。

●　お住いの市町村 ●　年齢

朝日町 12 射水市 81 10代 28

入善町 27 高岡市 96 20代 106

黒部市 36 氷見市 29 30代 171

魚津市 18 小矢部市 38 40代 404

滑川市 79 砺波市 22 50代 356

上市町 15 南砺市 23 60代以上 172

立山町 89 無回答 6 無回答 5

舟橋村 6 計 1,242 計 1,242

富山市 665

質問１ あなたは夜間中学で学んでみたいと思いますか。または、夜間中学のことを知らせたいと思う人

があなたのまわりにいますか。（一つだけ選んでください。）

121

136

134

835

17

【複数回答有】

391

質問2 夜間中学で学びたい（その人に知らせたい）理由を教えてください。【複数回答可】

31

141

67

57

32

73

22

４　学びたいと思わないし、知らせたいと思う人もいない

　　無回答

回答対象者：質問１で１、２、３のいずれかを選んだ方：

1　中学校を卒業していないから

６　その他

２　卒業したが、もう一度学び直したいから

３　高等学校へ進学する学力を付けたいから

４　日本語の読み書きを身に付けたいから

５　日本の中学校の知識や技能などを学びたいから

　　無回答

３　知らせたいと思いつく人がいる／場所（団体、職場）などがある

回答対象者：アンケート回答者全員：

１　自分が学んでみたい

２　知らせたい人が身近にいる
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391

質問３ 夜間中学で学びたい人（または、知らせたい人）のことを教えてください。

① 年齢 【複数回答有】

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

159 67 46 54 25 30 26

② 性別 【複数回答有】

男性 女性 その他／答えたくない 無回答

162 146 75 25

③ よく使う言語 【複数回答有】

日本語 英語 ベトナム語 中国語 タガログ語 ポルトガル語 その他 無回答

292 13 15 15 8 17 17 29

※「その他」の言語：ロシア語、ウルドゥー語、ベンガル語、韓国語、タイ語

④ お住いの市町村 【複数回答有】

富山市 高岡市 魚津市 氷見市 滑川市 黒部市 砺波市 小矢部市

192 39 3 4 19 15 8 5

南砺市 射水市 舟橋村 上市町 立山町 入善町 朝日町 無回答

10 27 1 5 30 10 3 30

270

質問４ 知らせたい人とあなたの関係を教えてください。 【複数回答有】

家族・親族 友人・知人 その他 無回答

101 109 93 21

回答対象者：質問１で１、２、３のいずれかを選んだ方：

回答対象者：質問１で２、３のいずれかを選んだ方：
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令和６年８月２１日 

教育みらい室県立高校改革推進課 

 

第１回地域の教育を考える意見交換会の開催結果について 

 

１ 日時・場所 

【高岡会場】令和６年８月 ４日(日)10：00～12：00 高岡商工ビル 

【富山会場】令和６年８月 ６日(火)19：00～21：00 高志会館 

【新川会場】令和６年８月 ８日(木)19：00～21：00 新川文化ホール 

【砺波会場】令和６年８月１０日(土)10：00～12：00 砺波市文化会館  

 

２ 参加者等 

【高岡会場】参加者５５名：発言者１４名（実人数 11名）、書面によるご意見４３名 

【富山会場】参加者５０名：発言者１７名（実人数 12名）、書面によるご意見２７名 

【新川会場】参加者４６名：発言者１５名（実人数８名）、書面によるご意見１９名 

【砺波会場】参加者５７名：発言者１０名（実人数 10名）、書面によるご意見３８名 

 

３ 主な意見等 

・県立高校の再編は、将来どんな富山県をデザインするかということだと思う。世界

に羽ばたく生徒を育成する高校や富山県に多くの人材を輩出する高校などが高校の

目指す姿として大切になってくる。 

・他県から面白いことをやっていると思われるように、中高一貫教育校や国際バカロ

レア認定校などを富山県独自の形で開発してほしい。 

・意見交換会のような場で発言できないサイレントマジョリティの意見も重要。 

・志願倍率や進学、就職実績で学校を評価している現状について立ち止まって考える

べき。 

・他校の授業をオンラインなどで受講できるなど、子ども達が楽しめる授業があって

もよい。 

・将来何になりたいかが決まっていない中学生が多い。入学時の窓口は広くし、学年

進行で学習内容を絞っていくような高校があるとよい。 

・少人数学級を進めていくことは重要。生徒にとっては大人数のプレッシャーがなく

学びやすい環境になっている。教員は、生徒一人一人の様子に目が届く。 

・子どもを真ん中に考えるには、設備を整えることも大事。学校数を減らし、大規模

校に集中して設備を整え、色々な学びができる高校があるとよい。 

・金沢の高校に通う生徒が増えていると聞く。こうしたことの分析はされているのか。 

・県外流出の増加は、県内に働く場所がないと思われているためではないか。高校段

階で富山の産業に関わる機会が多くあるとよい。 

 

４ 今後の予定 

   意見交換会でいただいたご意見の詳細は、第３回総合教育会議でご報告いたします。 
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参 考 

今後の教育委員会等の日程について 

 

 

○  令和６年９月 30日(月）    14:15  予定 

教育委員会 （県庁本館４階 大会議室） 

 

 

 


